
平成２８年度取組事例【阿南市】
関係機関が連携した水防訓練の実施

平成２８年度阿南市総合防災訓練を阿南市桑野地区を
対象に実施した。訓練の１つとして豪雨により桑野川が
増水している中、南海トラフ地震が発生し、複合的な影
響で堤防に漏水が発生したとの想定で漏水対策訓練
（月輪工）を実施した。桑野消防分団１０名に加え、川
沿い住民２０名が参加した。時間の制約もあり、簡易的
な月輪工とした。完成後、消防署員が参加者に月輪工
作成の目的、原理、留意点、効果等についてマイクで説
明した。２９年度以降も水防に関する訓練課目を計画し、
住民の水防に対する意識向上を目指します。

土のう 住民

消防団

消防署員の指導の下、主に消防団員は杭、パイプの
取り付けを、住民は土のうの積み上げを実施した。

南部健康運動公園内、円形多目的広場
の傾斜を利用した。

訓練状況（２８．１０．３０）

■ 取組
自主防災組織等の水防活動への参画を促進し、関係機関が連携した水防訓練の実施



平成２８年度取組事例【小松島市】
住民が避難行動を行うための出前講座の実施

■ 取組
地域の寄り合い、各種団体の研修会、小中学校等における水防災意識社会再構築ビジョンに関する教育・訓練を実施

自主防災組織に対し、出前講
座を利用し水防災意識社会
再構築ビジョン、各種取組に
ついて、周知を行った

国土交通省四国地方整備局那賀川河川事務所ホームページより

H28.11.24 自主防災連合会総会における出前講座の様子



住民への洪水情報や避難情報をリアルタイムで確実
に伝達するため、従来のCATV文字放送,CATV宅内音声
告知,CATV河川監視カメラ,緊急速報メール,登録メー
ルに加え、防災行政無線のデジタル化に伴いクリア
な音声で告知する屋外スピーカの刷新,スマートフォ
ン等を活用したリアルタイムの防災情報を文字で直
接個人へ伝達できる「防災アプリ」の開発（運用開
始は29年度)

平成２８年度取組事例【那賀町】
防災行政無線施設(同報系)デジタル化整備工事〈H28･29年度〉

■ 取組
防災行政無線、登録制メール、web、災害時情報共有システム、ケーブルテレビ自主放送チャンネル等の活用



平成２８年度取組事例【徳島県】
要配慮者利用施設の避難確保計画作成への支援について

■ 取組
要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・支援及び訓練の実施

 平成28年12月から平成29年1月にかけ
て要配慮者利用施設の管理者に対する説
明会を県内各地で開催し、水防情報や避
難計画作成について説明を行いました。

 徳島県ホームページで「要配慮者利用施
設の避難計画作成の手引き」を公開しま
した

 河川整備課内に避難計画作成に係る相談
窓口を設置しました。

徳島県ホームページ

要配慮者利用施設の管理者に対する説明会



平成２８年度取組事例【徳島地方気象台】

29年度からの気象庁ホームページ公開に先駆けて２８年度から防災情報提供システムで公開を実施

・大雨等の危険度を時系列で視覚的に分かりやすく表示します ～危険度を色分けした時系列～



平成２８年度取組事例【徳島地方気象台】

29年度からの気象庁ホームページ公開に先駆けて２８年度から防災情報提供システムで公開を実施

・早い段階から警報級の現象になる可能性を｢高｣や｢中｣でお知らせします ～警報級の可能性～



平成２８年度取組事例【四国地整】
緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信

■ 取組
住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情

報の発信

住民の主体的な避難を促進するため、
５月１日から、国が管理する那賀川
（徳島県阿南市、小松島市）におい
て、携帯電話事業者が提供する緊急
速報メールを活用した洪水情報の
プッシュ型配信を開始

■ 配信する情報

■ 配信文案例 ■ 配信対象



平成２８年度取組事例【四国地整】
想定最大規模降雨等による浸水想定・家屋倒壊等氾濫想定

■ 取組
想定最大規模降雨等による洪水を対象とした浸水想定区域の指定及び浸水シミュレーションの公表
想定最大規模降雨による洪水を対象とした家屋倒壊等氾濫想定区域の公表

■ 那賀川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

想定最大規模の降雨により河川が氾濫した場合に想定される浸水区域、水深、浸水継続時間及び
家屋倒壊等氾濫想定区域を示すとともに、計画規模の降雨により河川が氾濫した場合に想定され
る浸水区域、水深を示した浸水行程区域図を公表しました。

■ 那賀川 洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）））



平成２８年度取組事例【四国地整】
加茂地区 床上浸水対策特別緊急事業

加茂谷地区は、那賀川本川に堤防がなく、毎年のように浸水
被害を受けており、平成26年度台風11号（戦後最大流量）では
床上浸水152戸、床下浸水37戸、翌年7月台風11号でも床上浸
水22戸、床下浸水35戸と2年連続で甚大な浸水被害に見舞わ
れました。このような浸水被害を防止するため、平成27年度よ
り緊急的に堤防整備などに着手しており平成31年度の完成を
目指しております。
平成28年度は用地買収及び埋蔵文化財調査、低水護岸工

事等を実施しています。

■ 取組
堤防整備の実施、浸透等に対する堤防質的強化対策の実施、河道内樹木伐採の実施、河道掘削の実施

■ 加茂谷川施工状況

■ 埋蔵文化財調査実施状況

■ 平成26年度 台風11号被害状況

■ 完成イメージ




